
  

ソフト開発ほど
計画的にできる職業はない！

　硬派のホームページと出会って4年間
　 ほぼ残業なしをどうやって実現したか

たのしいソフト開発 研究所  

加藤 貴裕  



  

今日お伝えすること



  

経緯

取組の一部



  

ソフト開発が計画的に
実行しやすい理由



  

必ず目的がある

スケジュールが
決まっている



  

・度重なる仕様変更

抱えていた悩み

・慢性的な進捗遅延



  

行動のきっかけは

　・信頼

　・恐れ



  

・仕事がない

・無力な自分を自覚

恐れ



  

・自分のことを言われ
　ているような記事

・この人の言う通りに
　できるという期待

信頼



  

・度重なる仕様変更

抱えていた悩み

・慢性的な進捗遅延



  

「進捗遅延はいいかげん
な計画が招いている」

「仕様変更は自分が招い
ている」



  

３つ

取り組んだこと



  

２.作業から工数を予想する

１.仕様を定義する

３.現実に従い工程を変える



  

仕様はお客さんが
決めるもの

これまでは、



  

・仕様の提供を待つ

そのため、

・とりあえずの仕様を
　要求する



  

・後半が地獄！

結果、

・手戻りによる地獄！



  

仕様は自分で定義する

改めて、



  

具体的には、

要求の理由も含めて
要求、仕様を考える



  

「パソコンからプログ
ラムをダウンロードで
きるようにしてくれ」



  

ダウンロードファイル

ダウンロード
開始



  

「進捗がわかるように
してくれ」



  

ダウンロードファイル

ダウンロード
開始XX/100

完了



  

結果、
ダウンロードファイル

ダウンロード
開始

V3.01をダウンロード中



  

要求

要求の理由

仕様



  

すると、

要求仕様の認識違いが
なくなる



  

・後半は余裕！

結果、

・手戻りは激減！



  

２.作業から工数を予想する

１.仕様を定義する

３.現実に従い工程を変える



  

自分の感覚

これまでは、



  

それなりの作業を
実施するが、進捗不明

そのため、



  

終わりがみえない
無限地獄！

結果、



  

作業を
具体的にイメージして

工数を予想する

改めて、



  

３つのことを実施

具体的には、



  

プロセスを定義



  

要求仕様書を作成する

お客さん

リーダさん

ベースソフト開発者

ベースソフト，
ベースソフトの設計書

要求仕様書



  

要求を記載する

ベースソフト，
ベースソフトの設計書

ベースソフト開発者

要求仕様書
仕様を記載する

リーダさん

お客さん



  

要求を抽出する

ベースソフト開発者＊

ベースソフト，
ベースソフトの設計書

要求仕様書

仕様を記載する

リーダさん＊

お客さん＊

予想されている
要求とその理由を
記載する

予想要求
要求をインタビューし
顧客要求として記載する

顧客要求

変更要求を
抽出する

お客さん＊

リーダさん＊

ベースソフト開発者＊



  

成果物を具体化



  



  



  

作業を具体化



  

要求を抽出する

ベースソフト開発者＊

ベースソフト，
ベースソフトの設計書

要求仕様書

仕様を記載する

リーダさん＊

お客さん＊

予想されている
要求とその理由を
記載する

予想要求
要求をインタビューし
顧客要求として記載する

顧客要求

変更要求を
抽出する

お客さん＊

リーダさん＊

ベースソフト開発者＊



  



  

作業の最小単位の動作
をイメージし、

イメージを元に工数を
予想する



  

すると、

予想した作業を実際に
実施できる



  

現在の進捗が
よくわかる！

結果、



  

２.作業から工数を予想する

１.仕様を定義する

３.現実に従い工程を変える



  

作業着手後、
工程は変更しない

これまでは、



  

・工程をみない

そのため、

・進捗会議が修羅場



  

進捗遅延を
責められ続ける地獄！

結果、



  

現実にあわせて
工程を自在に変える

改めて、



  

・予想と実績に差が出た

リスケのトリガは、

・いい方法に気付いた

・仕様変更や環境の変化



  

プロセスから検討する

具体的には、



  

プロセスの再設計

成果物、作業の再定義

開発中

工数見積もり、
工程作成

リスケのトリガが発生



  

すると、

常に現実にそった
工程表



  

・正確な進捗報告が可能

結果、

・報告を受ける側も安心



  

まとめ



  

ソフト開発を計画的に
実行するには、



  

自分で仕様の定義

工程作成方法の変更



  

計画的な
ソフト開発ができる

つまり



  

ソフト開発に
残業は必要ない



  

まず

プロセスを書いてみる



  

ソフト開発を
たのしい業界に
しましょう！

感謝いたします
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